





















＝ケラーマン（Ingeborg Weber-Kellermann 1918‒93）がおり， マティルデ・ハイン（Mathilde 
Hain 1901‒83）もシュパーマーの下で戦時期に助手をつとめ，またスイス民俗学の戦後の代
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は1894年に出版された中篇の『民藝・家内作業・問屋制家内工業』（Alois Riegl, Volkskunst, 











月），p. 1‒41.「民藝論へのスケッチ」特に p. 33‒35.
　美術研究家のなかには，まったく別の面から民藝を規定した人もいた。その一人はグスタ
フ・エトムント・パツァウレック（Gustav Edmund Pazaurek 1865‒1935）である。博物館人
として特にガラス工藝の鑑定・収集の第一人者であった。同時に理論家であり，1912年刊



































































































































ントラーツハイム（Oskar Schwindrazheim 1865‒1952）1exやローベルト・フォラー（Robert 
Forrer 1866‒1947）xiの論作などのいずれも，ドイツの民藝





1 1a Karl ROSENKRANZ, Zur Geschichte der Literatur. Königsberg 1936, S.245‒287.
 Alois RIEGL, Volkskunst, Hausfleiß und Hausindustrie. Berlin 1894.
 1b後続の本文 p. 165 の参考文献リストを参照。なお，起点に立つアーロイス・リーグルの論
考が，すでにオーストリア＝ハンガリー帝国の諸邦には民藝の古い形態が事の他多彩に残って
いるとの認識を踏まえ，その収集と研究を官庁にうながす意図によっていた。
 1c Michael HABERLANDT (Hg.), Werke der Volkskunst.
 1d, 1e, 1f 後続の本文 p. 165の参考文献リストを参照。
























 2a Alexander SCHEPP, Alte deutsche Bauernstuben und Hausrat. Elberfeld 1921.
 2b H. Th. BOSSERT, Volkskunst in Europa. Berlin 1926.
 2c Karl GRÖBER, Kinderspielzeug aus alter Zeit. Berlin 1928.
 2d 後続の本文 p. 165の参考文献リストを参照。
3 レーツロープの収集は，それに先立つシュヴィントラーツハイムが始めた構想を改めて，より
深められた手法で組みこんだところがあった。なお後者の企画は，写真集としてのみ計画さ
れ，またその第一号であるヘッセン＝ナッサウの部（Bd.1–1.Teil: Volkskunst in Hessen-Nassau 
und Oberhessen）が刊行されただけで終わった。
 3a （Bayerischer Haimatschutz）後 3b （Jahrbuch für historische Volkskunde）後
4 ドイツ手仕事文化のためのワーキング・グループとドイツの労働の年間概観によって企画され








　Alois RIEGL, Volkskunst, Hausfleiß und Hausindustrie. Berlin 1894.;
　Robert MIELKE, Volkskunst. Magdeburg 1896.;
　Oskar SCHWINDRAZHEIM, Deutsche Bauernkunst. Wien 1903.;
　Heinrich SOHNREY, Kunst auf dem Lande. Bielefeld 1905.;
　Robert FORRER, Von alter und ältester Bauernkunst. (Früher zur Kunst, Heft 5) Esslingen 1906.;
　Michael HABERLANDT, Österreichische Volkskunst. Wien 1911 (Tafel- und Textband);
　Kurt FREYER, Zum Problem der Volkskunst. In: Monatsheft für Kunstwissenschft, Bd.IX. Leipzig 
1916, S.215‒227.;
　Hans TIEZE, Volkskunst und Kunst. In: Bildende Künste, Bd. II, Wien 1919, S.225f.;
　Karl SPIESS, Persönliche und unpersönliche Kunst. In: Korrespondenzblatt der Deutschen Gesell-
schaft für Anthropologie, Ethnologie und Urgeschichte, Jg.46 (Braunschweig 1915), S.2‒20.;
　DERS., Bauernkunst, ihre Art und ihr Sinn. Grundlinien einer Geschichte der unpesönlichen Kunst. 
Wien 1925 (mit vielfach abwegigen mythologischen Deutungsversuchen).;
　Otto LAUFFER, Deutsche Volkskunst. In: Zeitschrift für Deutschkunde, Jg.1927, S.593‒611.;
　Hans KARLINGER, Grenzen der Volkskunst. In: Bayerische Hematkunst, Jg.XXII (München 1927), 
S.10‒17.;
　Konrad HAHM, Deutsche Volkskunst. Berlin o.J. 1928, (bes.S.15‒23: Vom Wesen der Volkskunst).;
　Reichskunstwart Edwin REDSLOB, Delphinverlag „Deutsche Volkskunst“ „Nidersachsen„
　(PESSLER), „Mark Brandenburg“ (LINDNER) „Die Rheinlande“ (CREUTZ), „Bayern“ (KARLINGER), 
„Schwaben“ (GRÖDER), „Franken“ (RITZ), „Schlesien“ (GRUNDMANN und HAHM), „Westfalen“ 
(UEBE),
　Günther GRUNDMANN, Die Kunst in Schlesien. Berlin 1927.
　Max WALTER, Die Volkskunst im badischen Frankenlande. Karlsruhe 1927. In: Vom Bodensee zum 
Main, Heft 33, S.5‒20: Vom Wesen und Sinn der Volkskunst.;
　またフレンガー編集による次の専門誌も重要である。Jarbuch für historische Volkskunde, 





の本質」（Vom Wesen der Volkskunst）として基本問題が取り上げられているほか，次の諸論
考が注目される。Bd.II:
　Alfred VIERKANDT, Prinzipienfragen der ethnographischen Kunstforschung (S.1‒9);
　Arthur HABERLANDT, Begriff und Wesen der Volkskunst (S.20‒32),

























6 問題性と問題点の変遷に関する明白な記述は次に見出される。参照，Alfred VIERKANDT, Prin-




























PICARD, Expressionistische Bauernmalerei. München 1918.; しかしレーツロープの企画の第三巻













































































































アン チ テ ー ゼ
比図式から見ると，〈様式藝術〉という言い方そのものが，ここで言う〈民藝〉の形式的
12 Alfred VIERKANDT, Prinzipien der ethnologischen Kusntforschung. In: Fraengers Jahrbuch II, S.1‒9.
13 Arthur HABERLANDT, ebd. S.22.
14 Hans KARLINGER, Grenzen der Volkskunst. In: Bayerischer Heimatschutz, XXIII, S.10‒17.
15 たとえばその一人として次の論者を参照，J. M. RITZ, Eisenvotive als Volkskunst. In: Festschrift für 
Marie ANDREE-EYSN. München 1928.
16 民俗学の語法では，見たところでも，言語的な困難が混迷にまで至っている。一方では，対比
的な使い方として，民謡と藝術歌謡（Volkslied ̶ Kunstlied），民間文藝と藝術文藝（Volksdichtung 
















































































































































 19a Max WALTER, (a.a.O.S.8.) この論者には，通常，民藝と藝術との境界はあらわれないため，
〈物品が民藝に属するのか，それともすでに様式藝術の一部であるのかの決定は技術にゆだね
られる……〉。
20 Hans KARLINGER, Grenzen der Volkskunst. In: Bayerischer Heimatschutz, XXIII, S.14.


























国土組合」（Bayerischer Landesverein für Heimatschutz）の元の名称が「民藝と民俗学のための
組合」（Verein fürVolkskunst und Volkskunde）であったことがいみじくも示している。しかし今
日では，民藝を民俗学の研究分野に組みこむことについてはいかなる疑念もあるまい。心理学
の方向をとる民俗研究のなかにも民藝が位置を占めることついては，特にカール・ロイシェル



































































25 Rudolf UEBE, Deutsche Volkskunst: Westfalen. 1925, S. 46. (Deutsche Volkskunst, hrsg. von Bd.9)
a.a.O.S.46.




REUSCHEL, Deutsche Volkskunde, II., S.105.
27 たとえばレーツロープは次のように説いている。参照，REDSLOB, Deutsche Volkskunst, Bd.1, S.7. 
〈民藝の指標として現れるのは，各時代が問題としてもたらすものに惑わされることなく，部
族（Stamm）の特質が常に声を聞かせていることである〉。；またユーベも次のように言及する。


























強く説くのはカール・ハルトマンである。参照，Karl HARTMANN, Die Wiedergeburt der deut-





Bauernkunst, ihre Art und ihr Sinn. Wien 1925.また同じ著者の諸論。；また木骨家屋の木組みにゲ
ルマン上古のルーン文字が隠れていることを読んだグイード・フォン・リスト（Guido von 
LIST）の夢想が，近年の民藝研究に時折その影響を及ぼしているのであるが，かかる飛び入り











































































































33 特に次を参照，L. RÜTIMEYER, Über einige archaistische Gerätschaften und Gebräuche im Kanton 
Wallis und ihre sprachlichen und ethnographischen Parallelen. Basel und Straßurg 1916.; DERS., Weite re 
Beiträge zur schweizerischen Ur-Ethnographie aus den Kantonen Wallis, Graubünden und Tessin und 
sprachhistorischen und ethnographischen Parallelen. Basel und Straßburg 1918.; E. GOLDSTERN, Alpine 
Spielzeugtiere. In: Wiener Zeitschrift für Volkskunde, Jg. 29 (Wien 1924), S.45‒71.; Arthur HABERLANDT, 










































































































































FRAENGER, Deutsche Vorlagen zu russischen Volksbilderbogen des 18. Jahrhunderts. In: Jahrbuch für 










































































































































































































42 たとえばアルトゥール・ハーバーラントは次のように述べている。参照，Arthur HABERLANDT 





























































































iii (2) カール・ローゼンクランツ（Karl Rosenkranz 1805‒79）：マグデブルクに生まれ，ケーニヒ
スベルクに没した哲学者，特にヘーゲル哲学の継承者の一人。1833年にケーニヒスベルク大
学教授となった。




















vii (2) オスカー・ザイフェルト（Oskar Seyffert 1862‒1940）：ドレスデンに生まれ没した画家・民
俗学者。ドレスデンの王立工藝産業学校（königliche Kunstgewerbschule）の教授として国の民
生政策の下，工藝指導をおこなった。 













学組合（Verein für die Geschichte Berlins e.V.）やフィルヒョー（Rudolf Virchow 1821‒1902）が
創設した「ベルリン人類学・エスノロジー・先史学協会」（Berliner Gesellschaft für 










機関誌 『民藝通信』（Beiträge zu einer Volkskunst）を刊行した。郷土文物に関する多くの著作が
あり，また『ドイツ農民工藝』（Deutsche Bauernkunst. 1903）がまとった論作として版を重ね，
民藝理解における里程標となっている。 








xiii (3) コンラート・ハーム（Konrad Hahm 1892‒1943）：1928‒1943年にわたってベルリンのドイツ
民俗学博物館（Museums für Deutsche Volkskunde）の館長としてエトヴィーン・レープローツ
の協力者であった。主に民藝を専門とした。









































xvi (3) ヨーゼフ・マリーア・リッツ（Joseph Maria Ritz 1892‒1960）：バイエルン州バンベルク郡の
小都市（Drosendorf / Memmelsdorf BY）に生まれ，同州キーム湖畔（Hohenaschau im Chiemgau 
BY）に没した美術史家。バイエルン民俗調査室（Bayerischen Landesstelle für Volkskunde）の設









xviii 　(4) マックス・リーバーマン（Max Liebermann 1847‒1935）：ベルリンに生まれ没したユダヤ
人画家・グラフィカー。1899年に世紀末藝術運動の一つとしてベルリン分離派（Berliner 
Secession）が結成された時のリーダー。














xxii 　(14) 価値を見極める観点（wertsichtende Einstellung）と現象解明の観点（phaenomenologische 
Einstellung）：参考に原語を挙げる。
xxiii 　(16) アルフレート・フィアカント（Alfred Vierkandt 1867‒1953）：ハムブルクに生まれ，ベル
リンに没した社会学者，文化人類学者。1913年から1934年までベルリン（フムボルト）大学
の社会学の教授であった。






















xxxi 　(12) 民俗的な造形財（volkstümliches Bildgut）：参考に原語を挙げる。








xxxiii　(16) ヘルベルト・キューン（Herbert Kühn 1895‒1980）：ブランデンブルク州ベーリッツ
（Beelitz）に生まれマインツに没した先史学者・美術史家。学位論文は哲学の分野で書かれた























xxxix 　(17) クヴェアフルトの野驢馬（Querfurter Wiesenesel）：クヴェアフルトはザクセン＝アンハ








xl (17) ラウテンバッハの母仔豚（Lautenbacher Mutterschwein）：ラウテンバッハはヘッセン州の
東北辺ヴェラ＝マイスナー郡ヴェーレ谷（Whretal / Werra-Meißner-Kreis）の村。なお，参考と
してザクセン州の作例の写真を添える。［図版参照］
xli (17) アルスフェルトの森の悪魔（Alsfelder Waldteufel）：アルスフェルトはヘッセン州中部の都
市（現在の人口は約１万５千人），森の悪魔は同市の住民の嘲笑的なニックネームで，当時，
この呼称による木彫があったらしい。











xliv 　(17) ヴァレー（Wallis ヴァリス）：スイス南部の州でドイツ語圏とフランス語圏が重なる。


















































lix (25) 民庶衆：原文は »Volksmensch«
lx (25) 素朴な人間（庶民）：原文は »der einfache Mensch«
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lxii (25) ビスマルク（Otto von Bismarck 1815‒98）：エルベ河畔シェーンハウゼン（Schönhausen SA）







































（Wenzel Schlegel / Johanngeorgenstadt）作　1923年
　　　＊ヨーハンゲオルゲンシュタットはエルツ山地のチェコとの国境に近い鉱山都市で現在の人口は約4,200人























製作地：ヘッセン州ヴュストヴィレンロート（Wüstwillenroth / Main-Kinzig Kreis）
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啼き鳥の細工物（Pfeifenvogel）バイエルン州ベルヒテスガーデン★★★
クリストーフ・ヤームニッツァーのカップ（Jamnitzer Pokal）
愛知大学　言語と文化　No. 32
208
ピラミッド（Pyramiden）★
（左） ザクセン州フライベルク（Freiberg）の鉱夫のピラミッド1800年頃
（右） 時計職人ハンス・シュロートハイム（Hans Schlotheim）作のクリスマス・ピラミッド1585年
（左） 最古のピラミッド細工：ザクセン州ゼーマ　シェッヒァー家（Schächer）作
（右） ザクセン州ゼーマの工人エーリヒ・シュテットラー（Erich Städtler）作
